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Abstract
 

This is a case study of a sexually abused child and her mother(non-perpetrator
 

parent)who underwent parallel interviews conducted by therapists in a child and
 

family support center.

The child was in the first grade of an elementary school and had been sexually
 

abused by her father. One therapist carried out play therapy for the child once a
 

week. The treatment target was to overcome her trauma. A second therapist
 

interviewed her mother with the aim of psychological recovery and support that
 

would allow the mother to take a role in the daily care of her child. In this paper
 

we discuss the psychological transformation and recovery process as well as the
 

ideal method of psychological support in cases of sexual abuse,such as the case of
 

the mother and child described above. The stages of the psychological transforma-

tion process through which the child passed during the play therapy were as follow:

reproduction of the abuse and her self-image as a survivor,the image of a safe place
 

to stay and the expression of her feelings,and,finally,the care of her mind and body
 

and the recovery of self-image. On the other hand, the stages her mother passed
 

through included acceptance of the fact of sexual abuse fact,understanding of the
 

damage received by the child and psychological care,and,finally,an understanding
 

of the damage done to the mother. As a result of support provided for both the
 

mother and child, they were able to recover psychologically and their domestic
 

relations were reestablished.

キーワード：性的虐待、母子支援、描画療法、親子並行面接、子ども虐待、心的外傷（ト

ラウマ）、２人セラピスト

Ⅰ はじめに

児童虐待は年々、増加の一途をたどっている。

平成21年度の全国児童相談所の虐待相談対応件

数は４万４千件を超え、虐待防止法施行以前の平

成11年度と比較して約3.8倍の増加である。しか

し、ここ数年の虐待種別の内訳を見ると、身体的

虐待とネグレクトが約40パーセント、心理的虐待

が約20パーセント、そして性的虐待が約３パーセ

ントという比率に大きな変化はなく、性的虐待の

相談受理件数がほかの３タイプと比較して非常に

少ない状況が続いている（子どもの虹；2011）。そ

の点について山本（2010）は、日本では保護者や

親権者、監護責任者、里親が子どもに性的暴力を

行った場合のみ性的虐待として扱われるという限

定的な定義ゆえ、統計上の性的虐待件数が、実際

に児童相談所が扱う子どもの家庭内性暴力被害件

数から見るとかなり少なくなっていると述べてい

る。また西澤（1994）は、性的虐待は身体的外傷

を残さないことが多く、子ども自身も虐待の事実

を秘密にしておこうとする傾向や共犯意識を持た

されてしまうため、４つのタイプのうちで発見が
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最も困難だとしている。さらに、山本（2010）、西

澤（1994）をはじめ、さまざまな研究者が、性の

問題を公にすることをためらう文化的な抑圧が、

社会の中に存在することを指摘している。このよ

うな統計上の理由や発見と立証の困難さ、性問題

をタブー視する文化・社会的態度から、実際に発

覚している性的虐待はごく一部である可能性が高

いと考えられる。なお、石川（2008）は子どもの

性暴力被害の全体数は年間約２万件あると推定し

ている。

被虐待児の特徴について奥山（1997）は、自己

評価が低い、衝動的、攻撃的、他者の顔色を窺う

面があることを指摘し、西澤（1994）は、被虐待

児への心理的回復にとって、まずは安心・安全な

場があることが最も必要だと述べている。とくに、

性的虐待を受けた子どもは親密性や愛着にかかわ

る安全感や自己評価、対人関係能力の根幹に深刻

な損傷を受けていると山本（2010）が述べている

ように、性的虐待を受けた子どもの回復にとって

は、とくに心理的な安心、安全な場の確保が第一

であり、その確保のためには非加害親の存在のあ

り方が重要だと思われる。

岡本（2009）は、性的虐待事例では非加害親を

中心とした家族参画による家族支援が現実的で有

効だとし、非加害親を中心とした家族が子どもを

守れるような支援の在り方を深める必要があると

考えている。このことからも、加害者から離れ、

子どもが回復の道のりを歩み始めた時、子どもへ

のプレイセラピーを含むトラウマへの治療的介入

だけではなく、安心感・安全感を育んでいかねば

ならない非加害親への支援も当然必要だと考えら

れる。

虐待などのトラウマを受けた子どもたちへの心

理療法的アプローチを、Gil（1991）は、修正的接

近と回復的接近に分けて整理している。修正的接

近とは日常的な生活の中で行われる環境療法であ

り、回復的接近とはトラウマの解消を目的にトラ

ウマそのものに働きかける心理臨床的接近法であ

る。Gil（1991）は、これら二つが統合して行なわ

れることが子どもの心理的回復に有効的に働くと

している。つまり日常での環境療法を担う非加害

親と心理療法を担うセラピスト（以下、Thと略

す）が連携して子どもの心理的回復を支えること

が重要との指摘である。このことは、非加害親を

子どもの日常的なケアをする人としてThが支え

ることが必要だということを示唆している。

本研究では、児童養護施設に附置されている児

童家庭支援センター（以下、センターと略す）に

おいて、実父より性的虐待を受けた小学校１年生

女児と、非加害親である実母への親子並行面接を

行なった事例を取り上げる。子どもに対しては週

１回のプレイセラピーを実施し、その中でトラウ

マに対する心理臨床的アプローチを行った。それ

と同時に、実母に対しては別のThが面接を実施

した。Thは、実母が子どもの日常をケアし、子ど

もの心理的回復をめざして日常を支える協力者と

なっていけるようになることを目指し、心理的援

助を試みた。

本論文では、母子の心理的変化や心理的回復過

程の分析を通して、性的虐待事例の支援のあり方

を検討する。なお、プライバシー保護のために、

事例については、その本質を変えない程度に適宜

変更を加えた。

Ⅱ 事例の概要

１ 家族構成

実母（30歳代前半、非正規職員）、長女（小学校

１年生。以下、クライエント（Cl）と略す）

＊実母からの聞き取りによると、実父は実母と

同年代で、一流企業と呼ばれる会社に勤めていた。

２ 実母の主訴

実父からの性的虐待を受けたClについて、実母

はThに『子どもへの接し方がわからない。また、

子どもに対して心理的なケアを行ってほしい』と

述べた。この２つの求めに応じ、Thは面接を開始

した。

３ 面接の構造

Clの担当セラピストは以下Thと記し、実母面

接担当セラピストを以下親Thと記す。

面接経過を４期に分けて示す。Clの言葉を

「 」、Thの言葉を（ ）、実母の言葉を『 』、親

Thの言葉を >、箱庭のミニチュアやおもちゃ

を（〝 "）、補足部分を とする。面接回数は

（#～）と表記する。

面接実施期間は、Ｘ年７月～Ｘ＋１年12月の約

１年５か月間であった。概ね週に１回、約50分間

の面接を計44回行なった。
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４ 面接までの経緯

Ｘ－１年７月、『実父がClへ性的虐待をしてい

る事実を本人（Cl）から今日聞いた。相談できる

機関を知りたい』と取り乱した様子の実母からセ

ンターに電話が入った。Clが実母に話した虐待内

容には、実父に風呂場で性器をいじられた、執拗

に陰部を洗われる、下着に手を入れられるなどの

性的虐待、熱い湯船に沈められ蓋を閉められる、

熱いお湯を体にかけられるなどの身体的虐待が挙

げられた。その際対応したスタッフは、重篤な虐

待だと察し児童相談所への相談を勧めたが、実母

は『Clが児童相談所から事情を聞かれると可哀想

だし、児童相談所は以前相談した時の印象が良く

ない』と消極的であり、『弁護士に相談する』と言

い、電話を切った。

Clは虐待事実を告白後、拒食状態が１週間ほど

続いたので、実母は別居を決意し、Clと共に母方

実家に転居した。その後、実母は警察など様々な

機関に相談したが、性的虐待を『信じてもらえな

い』と感じる経験が度重なった。その後、実父を

相手に裁判を起こし、その結果離婚した。その際、

担当弁護士に対しても不信感を感じて、一度弁護

士を変えた。二人目の弁護士と一緒に望んだ裁判

の際に、Clへの性的虐待の事実が明らかとなっ

た。

その後もClの母方祖父母への反抗的態度が続

いたため、両者間の関係が悪化し、アパートに母

子で転居した。母子での生活が始まってから、今

度は目立って実母に暴言を吐くようになり、Clの

反抗的態度が強まった。しかし、学校での様子は

とくに気になるところはない と担任から言われ

ており、対人関係や学習に、表立った問題は見ら

れなかった。実母はＸ年６月、担当弁護士を通じ

て、『Clへの心理的な援助をお願いしたい』とセン

ターに相談を依頼した。数週間後、センターに直

接実母から相談の電話があり、その中でＸ年４月

から月に一度、親子で児童相談所にも通所してい

ることがわかったため、児童相談所とセンター間

で連携を取り、当ケースの支援を行なうこととし

た。センターにおいては週に一回程度、親子それ

ぞれ別のセラピストによる親子並行面接を実施す

ることになった。

Ⅲ 面接経過

１ 子ども面接

第１期 虐待の再現とサバイバーとしての自己像

(#１～#11）

面接室に入室直後、実母と一緒に椅子に座って

いたClは顔を伏せたまま無言であった。しかし、

Thから遊びに誘うとすぐに応じ、Clは別室に移

動した。Clの視線は鋭く、Thの顔色を窺っている

ようであった。Clは箱庭の砂を〝貝殻"に出し入

れすることに没頭し、時折ふと我に返る様子は解

離症状のようにThには感じられた。Clは、ぬい

ぐるみを「可愛い」と抱きしめた直後、すぐに床

に落とした。また、Thのことを陰で「ばか」と呟

きながらも、抱っこやおんぶを執拗に求めた。こ

のようにアンビバレントな感情表現や執拗な身体

接触を求める様子が見られた（#１）。Clは Thに

家で書いてきた手紙を渡し、密接な関係をとりた

がった。Clは遊びたいにも関わらず、遊びを選択

できない自分に苛立っていた。その後、全ての〝動

物"を箱庭に投げ入れ、その後に使わない〝動物"

を除く方法で 動物園 を作成。動物を種類ごと

にきちんと区画に分け、配置する様子は強迫的に

安全を確保しようとしているように感じ取れた

（#２）。

軽躁状態で、「うんこを食べるとおいしいな」と

いう文字を描画用紙に書き、気持ちを切り変えら

れなかった（#３）。Clは、家で作成してきたThの

似顔絵、手作りネックレス、折り紙の〝蛙"を持

参し、Thにプレゼントした。その後、Thに甘え

ながら、Clは折り紙で〝おたまじゃくし"を作っ

た。そしてClは「私、赤ちゃん」と言いThに抱っ

こをせがんだ。Thに抱っこされClが赤ちゃんに

なる姿は、Clが持参した〝蛙"が〝おたまじゃく

し"になるイメージと重なった（#４）。〝人魚姫"

の顔から下を箱庭の砂に埋め、「苦しいと思う？」

とThに尋ねる。Thの（苦しんでいるように見え

る）の返事に、Clは無言のまま「人魚姫の姿を恥

ずかしいと思う？」と質問を重ねた。Thが（恥ず

かしいと思う）と応えると、「でも人魚だよ」と冷

淡で感情がこもらない言い方をした。その後もCl

は無感情で〝人魚姫"が虐げられるという表現を

繰り返した。Clの表現は、熱い湯船に沈められた

虐待の再現とThは捉えた。その後、Clは「生き

ていく為には仕方がないんだ」と動物界における
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弱肉強食の世界を箱庭で表現した。最後は、〝動物"

が大地もろとも〝滝"に飲み込まれた。ThはClの

無力感や絶望感を感じた（#５）。〝たこ"のぬいぐ

るみをお守りのようにClは持参した。Clの〝人魚

姫"の首から下を砂に埋める表現に対して、Thが

（苦しいよ～）と訴えると、Clはさらに深く人形を

埋めた。Clは、〝人魚"の胸部だけ砂を除き「何だ

と思う？」とThに問い、Thが（おっぱい）と答

えると「わ～ 嫌だから 」と恥ずかしがった。

そして〝人魚姫"の胸に〝鮫"を何度も嚙みつか

せた。その都度、〝人魚姫"役のThは助けを求め

たが、Clの「死ぬんだよ」との冷淡な言葉と共に

お墓行きとなった。その後、箱庭のミニチュアは

全て撤去され、砂だけになった。最後に、Clが砂

を移動させる様子は、Thに海の波を思わせた

（#６）。Clは、赤ちゃんになりたがり、Thが抱っ

こして過ごした（#７）。〝馬の親子"の遊び。〝子

馬"は親が見守ることなく〝熊"に嚙まれて死に、

砂に埋められた。やるせない気持ちになったTh

が、（母馬が何かしたら生き返ったりするかもしれ

ない。おっぱいをあげてみたら）と伝えると、「そ

うだ おっぱいだ 」とClは哺乳瓶で〝子馬"

にお乳を与える。Clは変化がないことに苛立ち、

〝子馬"を放り投げたが、その時偶然にも〝子馬"

が立ち上がり、Clは大変驚いた。その偶然をClは

遊びに上手く取り入れ、生き返る物語を表現した

（#８）。

Clは児童養護施設に入所している児童と自分

の境遇を比べ、「私だったら寂しい。ママと離れた

くない」と語った。この気持ちを行動化するかの

ように、別室にいる実母を、数回目で確認した

（#９）。Clは自分の〝好きなもの"の絵を描き、実

母に見せた（#10）。実父の話題を語った後、〝おっ

ぱい"〝うんちとおしり"〝立ちしょんの男子"の

性的な絵を描き、軽躁状態になった。Clは〝人魚

姫"を箱庭の砂に埋めた。〝王子"は〝人魚姫"を

助けるが、人魚であることがばれて、離れ離れに

なる悲劇の物語の後、〝人魚姫"ではなく〝シンデ

レラ"が海に飲み込まれ〝王子"のキスで目が覚

め結ばれるというハッピーエンドの物語が表現さ

れた。〝人魚姫"が、Clの自己像と見ていたTh

は、Clの絶望感、喪失感に触れたように感じた。

一方で、別の女性像が〝王子"と結ばれる物語は、

今後のClの変容を示唆しているように思え、Th

は微かな希望を感じた（#11）。

第２期 安全な居場所のイメージと感情表出

(#12～#25）

Clはクラスメートの話として「ノートの端から

端まで、きっちりと字を書かなきゃ駄目って、す

ごい大変だと思わない？」と語るが、Thには、セ

ラピー場面で見せる強迫的にきちんとしようとす

るClの姿と重なった（#12）。箱庭で「怖い海蛇が

魚をついばんでいる」という〝海中の風景"を表

現した（#13）。Clは「動物園より水族館が好き」

と自分の好みをThに伝えた。また、Thの行動が

Clの意図に合わない時、否定、禁止、苛立ちを言

語化して伝えた。児童養護施設に入所している他

児を見かけた際、Clは「小さい子って嫌い。うる

さいもん」と顔をしかめ、嫌悪感を示した

（#14）。Clは、窓から見える木に〝鳥の巣"を発

見し、気にかけた（#15）。

Clは、〝鳥の巣"を「取ってみたい」と繰り返し

訴えた。Thが〝鳥の巣"を絵で描くという妥協案

を提示すると、Clは応じた。Clは「母鳥が卵を温

めている冬の巣」と、Thが書いた絵に題名をつけ

た。その上で、Clは「春の巣も書いて」とThに

おねだりした。Thが〝春の巣"を書くと、Clもさ

らに別の紙に真似て、〝春の巣"を描き、鳥の親子

も追加して描いた。その隣に〝カラス"を付け足

し、「襲おうとしているところね」と言ったが、

「やっぱり挨拶していることにしよう」と「こんに

ちは」とのコメントを書き加えた。〝カラス"の横

には、大事にしている〝たこ"とClの姿を描いた

（自由描画：１）。絵を見ながらClは、「子は親を

選べないんだよね…」と語り、Thから（選べたら

なぁって？）と伝えると、Clは「ううん」と否定

したが、その様子は考え深げであった（#16）。生

まれ変わるとしたら「たこになりたい。そしたら

ワニにも食べられないし、海の一番深い所にいれ

ば安心だから」と、深海がClの安全な場所だと

語った（#17）。Clの箱庭は、動物が種類ごとにきっ

ちりと区分けされており、その表現から、Clに

とっての安全な場所は徹底された空間のみであり、

しかも安全を確保し続けるためには多くのエネル

ギーが必要なのだとThは感じた（箱庭：１）

（#18）。Clは〝たこ"のぬいぐるみを持参した。

Clは「何も置かないで砂を触る」と言い、箱庭の

砂の感触に浸った（#19）。これまでの展開と異な

り、Clは Thのペースに合わせながら、一緒に折

り紙を完成させた（#20）。Clはプレイでやりたい
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ものを言うがぴったりするものがなく、一つ一つ

二人で一緒により近いものを探した（#21）。

初めてスカート姿で来初した。施設内を探検し

たいと言うので、一緒に歩く。年長児におんぶさ

れている子を見て「いいな…」と羨ましそうにし

たり、同年齢児を見て「友達になりたかった」と

語るなど、他児に目を向け素直な感想を述べてい

た（#22）。 自分と友達 と題する絵を描いた（自

由描画：２）（#23）。

Clは 自転車に２人乗りしている女の子 の絵

を描いた。絵の女の子は、頭と体のバランスが悪

いが、表情は和やかであった（#24）。Clは、「あ

いつ何かひどい事したんだよ」と実父から受けた

過去の身体的虐待の話をした。その後、うっすら

と残る身体の傷をThに見せた。Clは「私、馬鹿

でしょ。嫌だって言わなかったんだよ。馬鹿だよ

ね」と自己否定感を強めた。Thが（馬鹿じゃない

よ。怖いと思って言えないのは、当たり前のこと

なんだよ。私でも言えないと思うよ）と伝えると、

「でも、馬鹿だよ…」とClは呟いた。その直後、

Thが描いた絵にある黄色の部分見て、「おしっ

こ わ～おしっこ飛ばしている」と下腹部を前

に出す仕草をしながら大笑いし、突如軽躁状態と

なった。Thは、実父の話題に触れたことに伴うフ

ラッシュバックだと捉えた（#25）。

第３期 心身のケア（#26～#33）

Clは 将来 の絵を描いた。Clは「夢に出てく

る家」と言い、母親と「２人で住んでいる。こん

な家には住めないけど、将来住みたいなぁ～」と

淡い願望を語った。Clの自由画には、母子で住み

たい〝家"〝家に続く道"、飼っている〝馬"、川辺

でおしゃべりしているClと Th、川の中で交尾し

ている〝魚"、山に続く〝道"などが描かれてい

る。Thは、〝馬"や〝魚"のリアルな描き方、途

切れた道の表現といった点を気にかけながらも、

和やかな雰囲気を大事にしたそうなClの願いを

大切に扱うこととした（自由描画：３）。

Clが家から持参したビーズをThに見せ、「こ

れ盗んだ。友達のだったやつ。もってきたんだ」

と悪気なく語る。Thから（その友達、探してな

かった？）と尋ねると、「探してたよ。でももう付

けちゃったから」と軽く語るClの悪気のなさが、

Thは気にかかった（#26）。おくるみに包まれた

〝ふくろう"のぬいぐるみを持参した。生活場面で

時折母親に対して行うような感じで、Thに威圧

的な言い方をしたが、すぐに自分の言動を反省し、

柔らかい口調に言い変えた。Thは（相手が受け容

れやすい形で伝えると気持ちがいいよ）と伝える

#23 自由描画：２ 自分と友達 #26 自由描画：３ 将来住みたい家

#16 自由描画：１ 鳥の親子
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と、Clは頷いた。その後、二人で一緒の絵を完成

させた（#27）。

ミルク飲み人形を持参した。Clは、人形をあや

しながら、『自画像』を描いた。描きながらClは

「早く大人になりたい」、大人は「誰にも何も言わ

れず自由に振る舞える」存在だと語り、干渉され

ずに自由でありたいと語った（#28）。

箱庭：左上には〝動物園"。右上には〝神"、〝大

仏"、〝自然"が所狭しに置かれている。中央は〝街"

で、人が集まっている。下方には〝海"、〝動物"

を並べた。全体を三層に分け表現している。箱庭

から、〝ガラス玉"で色鮮やかに飾り、神仏といっ

た守りの存在が出現し、海と陸地を繫ぐ橋を表現

するなど、以前の箱庭と比べると、変化が感じ取

れた。また、どのミニチュアを用いるか、何度も

吟味を重ね、選択するという徹底ぶりにClらしさ

を感じた（#29）。

Thが足を軽く負傷した。Clは無言ですぐに動

き、処置をした。身体への対処は早いが、感情面

のケアのなさが気にかかった（#30）。

Clは産着に包まれた「笑顔の赤ちゃん」を折り

紙で作った（#31）。Clは面接室においてあった他

児の粘土作品を勝手にちぎり、自分の作品に使用

した。Clのわざと悪ぶる態度が、Thは気になった

（#32）。Clが学校で怪我をし、顔面にテーピング

をして来所。怪我した時のことについてClは、「口

からいっぱい血が出た。口に砂がいっぱい入り込

んで…痛かった。でも今は大丈夫」と淡々と語っ

た。そして「泣かなかった。泣いたって治るわけ

ない。泣いたって無駄でしょ」と痛みの感情に触

れ難いClの姿が、Thには逆に痛々しく感じられ

た（#33）。

第４期 自己像の回復（#34～#44）

Clは、センターの近くにある川での魚獲りに熱

中した。魚が獲れず残念がるClに他児が魚をくれ

た。Clは嬉しい半面、実母が嫌がるだろうと気に

したが、実母は承諾し、魚を家に持ち帰った

（#34）。再び川に行くが魚は獲れず、その悔しさを

Thに責任転嫁した（#35）。また川に行くが魚は獲

れない。獲れない理由をThのせいにしたが、熱中

するにつれ不満は収まる。Thが終了時間だと告

げるとClは「最後に１度」と懇願する。その時、

魚が釣れ「やった 嬉しい 先生がチャンス

をくれた…ぎりぎりで獲れたんだよね 嬉し

い 」と大興奮。Clは試行錯誤の末、達成感を得

た（#36）。前回の魚について「殺した…あっ間違っ

た、死んだ」とThを驚かす。後で川に逃がしたこ

とをThは知り、驚いた気持ちを伝えると「殺すわ

けないしょ、ごめん間違った」と笑う（#37）。Cl

は、花壇でもぎ取った花を「綺麗な花があって、

落ちていたから拾った」と言い、実母に見せた。

Clは嘘をついた（#38）。

めだかを見たClは「こんなに沢山いたら…男も

女もいるね、そしたら…うふふ」とにやける

（#39）。実父とのエピソードに触れ、当時の違和感

を語った。そして「お母さんは知らなかったよ、

だってお父さん、お母さんの前では商売 ＝演技

の意味だとThは受け取った してたんだもん。

言ったら駄目だって（実父に）言われて、（実母に）

言えなかった」と吐露し、抑えていた自分の気持

ちとともに実父の奇異な行動を語った。その後、

怪談話をしたり、Clが苛立つ場面があるが、Thが

声をかけ続けるうちに落ち着いた（#40）。

Clは終始穏やかな雰囲気であった（#41）。Cl

は、学校の宿題、宝石箱、これまでの箱庭写真を

家から持参した。Clが持参した宿題を終わらせ、

公園に行く際、気持ちが開放されたようにはしゃ

ぐ姿があった（#42）。Clは「見ててね」とThに

言う回数が増え、ThはClが自主的に動いている

と感じた（#43）。Thがセラピーに少し遅れ謝る

と、Clは「私も学校からちょっと遅れて帰ってき

たから」とフォローしてくれた。Clは 10曲ものリ

コーダー演奏をThに披露した。

Thは、Clがセラピー場面や日常で落ち着いて

きていること、実母の稼働話が浮上したことなど

#29 箱庭 街

― ―126



から、面接終結を考えている旨の話をした。Clは

「お母さんは大変じゃない。（面接を）終わりたく

ない」と拒否した。Thは、Clが前より色々なこと

に興味をもち楽しそうに過ごしている、Clの変化

を感じているなど、感じていることを伝えた。そ

の上で、（今困っていることはない？）と尋ねる

と、Clは「前の学校ではいじめられたけど、今の

学校では仲良くやっている」と学校生活を語り、

また、「馬鹿じじぃ」と実父をけなした。その直

後、「（実父と）一緒にいた時は嫌だったけど」今

は困った事はないと語った。Clは、虐待を実母に

告白した時のことについて触れ、「あの時、お母さ

んが気づいてくれた」と言った。Thは実母が気づ

いてくれたからこそ今の自分があるとClが言っ

ているように感じられた。

その後、可愛らしい〝人魚"の絵を描いた。こ

れまでClは、自分が失敗した作品は面接室に置い

ていき、上手くいったものを家庭に持ち帰ってい

たが、今回は上手く描けたにも関わらず置いて

帰った（自由描画：４）（#44）。

２ 親面接

第１期 後悔と自責感情を語った悲嘆の時期

(#１～#９）

Clが虐待の事実を告白した直後、『ママは本当

に知らなかったの？ 本当は、知ってたんじゃな

いの？」と疑われ、身の置き所がなかった』と実

母は話した。母子での生活が始まってからは、Cl

が実母へ暴言を吐くなどの反抗的態度が強まった

と話す（#１）。『Clは毎晩のように自慰行為をして

いる』という。実母はClが虐待事実を告白するま

で『虐待に気づけなかった』ことを後悔し、泣き

ながら『気づけなかった』と、Thに繰り返し語っ

た。Clの実母への暴言や反抗的態度は続いてお

り、親Thは 実母への試し行動の可能性がある>

と伝え、Clの表現について、実母の理解を促した

（#２）。『Clは、私への暴言が減って甘える行動が

増えた』という。また、実母がClの下校時刻まで

に帰宅が間に合わなかったとき、Clは 30分も外

で待っていて、実母が『よく泣かないで待ってて

くれたね。えらいね』と褒めると、Clはとても喜

び、帰宅後も いい子でいよう としていたとい

う。この出来事からも、『私に褒めてもらいたい気

持ちが高まっている』と実母は理解し、Clの変化

を感じていた。さらに日常場面のClの変化とし

て、『虐待されたことを私に語る回数が減った』と

伝えた。親Thは、 Clをよく見て、理解しようと

している>と述べ、実母の態度を支持した（#

３）。

実母は、『高校時代から家族に自分の話を聞いて

もらえず、今でも実家に不信感がある』、『今振り

返れば、Clの反抗的態度は祖父母への試し行動

だったと思うが、理解されなかったことでClと母

方祖父母の関係も悪化している』と、原家族への

不信感と、今は頼れない気持ちを泣きながら語っ

た。そして、『虐待をなぜ見抜けなかったのか』と

の後悔を再び口にした（#４）。

Clの実母への暴言が減少した。『拍子抜けする

ほど素直な状態になった』、『絵本を読んで涙を流

すという、以前にはなかった感受性を見せるよう

になった』と、Clの日常場面における落ち着きと

情緒的変化を実母は感じた。また、動物の出産ド

キュメンタリー番組を母子で見たその夜、Clは

「虐待体験を夢で見た」と言って起き、「誰も助け

てくれなかった」と実母に伝え、陰惨な夢の話を

絵にした。そのとき、実母は『申し訳なさを感じ

ながら、絵を描くClにずっと寄り添った』と、涙

を流しながら語った。また、『週に一度センターで

話すことで、自分自身が楽になっていることに気

づいた』とも語った。この回、母子の情緒的なコ

ミュニケーションが円滑になり始め、親Thは、心

理的安定を取り戻す兆しを感じた（#５）。実母は、

#44 自由描画：４ 人魚
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嗚咽しながらClが虐待事実の告白をした日のこ

とを、あらためて詳細に語った（#６）。Clは熱湯

に沈められた場面や、下腹部を暴行された夢を見

た、と夜中に起きてきて、実母に語ったという。

実母は、虐待の再現と思われる話を聞く度、実父

への『憎悪を感じる』と涙した。そして、実母が

実父のストーカー的とも思える執拗な態度に根負

けし結婚に至った経緯と、結婚後に『釣った魚に

えさはやらない』と豹変した実父の二面性につい

て語った。また、実父と生活していた時に実母は、

Clの身体の傷に気づきClに尋ねたことがあった

のを思い出し、『今となっては、Clがごまかすよう

に説明していたように感じられる』こと、また、

実母は『その説明に違和感があったものの、追及

しなかった自分がいた』と、罪悪感について涙な

がらに語った（#７）。『Clは、されたひどいことを

夢でよく見るようで、そのたびに起きてきて自分

に話をする』と実母は語った。直近では、 閉じ込

められた部屋の四方の壁から手が出て、Clを捕ま

え、壁に同化する というもの。実母は『つらい

けど受けとめて聞く』ようにしていると、泣きな

がらに語った。また、最近Clは『赤ちゃん返りの

ように、私の乳を飲みたがる』とのこと。実母は

『愛情のかけ方が少なかったからだ』と悔やむ。赤

ちゃん返りや夢での被虐待行為の再現は、Clのセ

ラピー場面にも現れた。親Thは、実母に対して、

これらはClがトラウマからの回復過程にあるか

らこその表現だと感じていることを伝えた。そし

てThは、実母が日常場面で積極的にClに関わっ

ている点を強調した（#８）。

実母は『普段の生活の中で、あいつ 実父 に

見つかる恐怖に怯えている。悪いことをしていな

いのに、隠れるような生活をしなければならない。

今はまだClのセラピーを優先したいがいずれ遠

方への引っ越しも考えたい』と日常生活の立て直

しに目を向けるのと同時に、実父への苛立ちと、

『子どもを守れなかったという自責の念ばかり浮

かぶ』と、泣きながら心中のつらさを吐露した（#

９）。

第２期 子どもを理解し受容しようとする姿勢と

実母自身の心理的整理の時期

(#10～#21）

自家用車を購入し、仕事を再開したい気持ちを

語るなど、生活に前向きな意欲が見られた。この

回は、初めて涙を流さず、笑顔もみられた面接と

なった（#10）。Clが、実父に何度もスーパーに置

き去りにされたと実母に話したことから、『別居直

後、Clはスーパーを怖がり全く行けなかった理由

が始めてわかった』とのこと。また別居してしば

らくの間、Clは拒食と過食を繰り返し、実父がい

ないにも関わらず、「あいつ 実父 がこっちを見

て笑ってる」といった幻覚様症状が見られたこと

に触れ、『これは虐待の後遺症ではないか』と言

い、Clの行動を理解しようとした（#11）。Clの実

母への反抗的態度が消失。実母は『１年前とは比

較にならないくらい落ち着いた生活になった』と

の実感を伝えた。実母は就職について前向きな姿

勢をもつ一方、『男性恐怖があり、不安だ』と心境

を語った（#12）。Clは、「大事にしている物をあ

いつ 実父 が壊して捨て、 実母には言うな 」

と脅していたことを実母に伝えた。実母は、Clが

実父と生活していた頃、『不自然な物の壊し方や失

くし方をしていたこと、おもちゃを貸せない、外

出の時はぬいぐるみを必ず持参する、おねだりが

しつこいなど、物への固執が強かったことの謎が

解けた』という。最近は、『良い意味で物への執着

が薄れてきている』と実母は感じた。実母は、Cl

の言葉を全面的に信じる態度で、Clの心情や立場

を理解しようとしていた（#13）。

家の中で、『Clが「生まれ変わりたい、赤ちゃん

からやり直したい」と、赤ちゃんごっこをせがん

だ』とのこと。赤ちゃんごっことは、Clが自分を

〝実母"役、実母を〝可哀そうな赤ちゃん"役にし

て〝可哀そうな赤ちゃん"を放置し、助けを求め

させる遊びを繰り返すというものであり、実母は、

実父からの受けた心の傷の表現だと捉えた。親

Thは、実母がそのように考えて受けとめたこと

を支持し、プレイセラピー場面でも同様の遊びを

Clが求めていて、Clがもう一度赤ちゃん時代をや

り直したいと思っている気持ちの表現だと思われ

る>と、実母に伝えた（#14）。今まで実母が聞い

たことがなかった過去の被虐待体験を、Clが語っ

たという。当時、Clの表情が暗かったことだけは

実母も覚えており、その意味について気づかな

かった自分を責め、久しぶりに涙を流した

（#15）。

『面接の最初の頃はClから信頼されていない感

じがあって不安も強かったけど、今は心の距離が

近い感じ』と語った。Clの機嫌が悪く、意地悪な
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言い方をしたとき、実母は『そんな言い方をなん

でするのかな…悲しくなるなぁ』と気持ちを受け

とめつつ、表現の仕方に工夫が必要なことを穏や

かに諭した。するとしばらくしてClから「ごめん

ね」と素直に謝るようになった。また、母方祖父

母との交流が再会された（#16）。家族のアルバム

を時折見ていたClが、最近「悲しくなるから見た

くない」と言い出した。時折意地悪な言い方をす

ることもあり、Clの揺れる心情に対して、実母は

受けとめる態度を一貫して示している様子があっ

た。親Thから、実母のひたむきさを労うと、『Cl

のことは頑張っているが、実は自分もつらい。今

でも家の中であいつ 実父 の影を感じ怖い。男

の人も怖くて、エレベーターの相乗りはできない』

とつらさを語り、涙を流した。（#17）。

母子での生活が安定してきたのを実母は感じて

いる。その上で、実母は『子どもの虐待のことに

触れられるようになったが、まだ整理しきれない』

と語った（#18）。前回までのClの意地悪や機嫌の

悪さなど情緒不安定さは和らいだ様子あり。『娘の

状態が良くなってきたと思えるようになった』と

語った。一方、実父にどこかで会うかもしれない

恐怖を実母は語り、転居したい気持ちが強まって

いる様子であった（#19）。『Clが突発的に意地悪

になる時がある』という。実母は、Clがフラッシュ

バックを起こすように突発的に怒るのではないか

と考え、その原因は自分だと責めた。その上で、

実母は『私もフラッシュバックに苦しんでいる』

と言い、実父への恐怖が蘇ると告げた。親Thは、

Clの心情や背景を理解して関わろうとする実母

の姿勢を支持した（#20）。

Clが今まで話していない壮絶な性的虐待体験

を実母に語り、その話の最後を「私は気持ち悪い

よね」と自己否定感で締めくくった。実母は『Cl

は気持ち悪くない。気持ち悪いことをしたのは実

父だ』とClに伝えた。話して『Clの気が楽になっ

たようだった』と実母は感じた。しかし、『衝撃的

な内容を、内心受けとめ切れなかった』と、面接

場面で実母は号泣しながら話した。日常生活では

Clを受け容れようと努力しているが、実母自身、

整理できない気持ちがあり混乱していることが窺

われた。そして、コントロールできない男性恐怖

を抱えながらも、そこには前に歩みだそうとして

いる実母の姿があった（#21）。

第３期 内面の葛藤の理解につとめながら、行動

に移し始めた時期（#22～#33）

実母は勇気を出して、母子でピアグループの会

に参加した。実母は『自分だけじゃないんだ』と

吹っ切れ、『気持ちが開放された』と語った。この

体験により、実母は恐怖心が和らぎ、人が多く集

まる場所への外出が可能になった。面接中、『母子

家庭ですけど何か？』という強気のフレーズを繰

り返した。母子家庭である事を引け目に思わずに

いようという気持ちを表現しているようであった

（#22）。実母は人が多いスーパーでも買い物を楽

しめるようになり、Clも実母の雰囲気を感じたの

か、お守りのように必携していたバッグを持たず

とも外出可能になった（#23）。実母は『母子家庭

と言いたい人には言わせておけばいい』と引け目

感をきっぱりと捨て去る発言をした（#24）。

実父と同じ車種の車が、家の前に止まるという

出来事があり、『ようやく周囲への恐怖心が薄れた

のに、逆戻りの心境だった』と、このことを語る

ことに時間を費やした（#25）。前回の出来事の影

響により、実母は就職と転居をしたい気持ちが強

まった様子があった。Clは些細なことで「ママな

んか私が死んじゃえば良いと思っているんで

しょ」などと自己否定感を実母にぶつけるが、実

母は『家族や大事な人は、互いに大切にしなくちゃ

ならない』と、Clに伝えている様子。親Thは実

母のClとの関わりを支持した上で、Clは被虐待

体験の影響から自尊心が低下していたり、他の人

を大切にする意味は理解できるけれど、実感は得

にくいかもしれない>と伝えた（#26）。新学期を

機にClの苛立ちは収束した。親Thは実母に、実

母の一貫した関わりが浸透したのでは>と示唆し

た（#27）。Clは幼少児を見た時にイライラするこ

とがあり、実母は、『実は自分も、小さい子を見る

と無性にイライラする。そんな自分が怖くて心療

内科に行ったこともある。昔は普通にかわいいと

思えたのに』と号泣しながら、Clと同じ感情があ

ることを吐露した（#28）。就職について、具体的

に考えていることを話した（#30）。映画のキス

シーンを見てClがふざけて真似た時、実母は、『再

び後悔と実父への怒りが湧いた』と話す。そして

自分の学生時代に対人トラブルがあり、被害者な

のに周囲の人に信じてもらえなかった傷つき体験

と、実父との、振り返れば不本意な結婚の経緯を

泣きながら語った。実母は、『就職活動を始めるつ
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もり』と明るく話して面接を終えた（#31）。実母

は、赤ちゃんを『かわいい』と思えたり、被虐待

児の手記を読んでみるなど心境に変化があるとの

こと。そして、『Clの思春期を支える土台を今つく

らないと』との覚悟を口にした（#32）。Clは失敗

したとき、「自分がバカだったから」と自罰的に捉

える傾向があると実母は語る。そのとき実母は『失

敗をしたのはバカだからではない』と伝え続けて

いるという。実母は就職活動を始めた（#33）。

第４期 再出発（#34～#44）

実母は就職活動や転居など、一歩ずつ前に進も

うとしていた（#34）。学校でのClは、対人関係で

トラブルになりそうな時は、まず自分で対処方法

を考え行動し、それでも駄目な時は担任に助けを

求めている。学校でも家庭でも安定しており、『頑

張り過ぎてはいない』と実母は感じているようで

あった（#35）。実母は、就職活動をする中で男性

恐怖症的な症状も緩和され、更に実父への怒りの

感情も『憐れみ』へ変化したことに、自分自身驚

いていた（#36）。

実母の就職が決定した。『いよいよ』始動という

気持ちであり、『これからの期待が生活を支えてい

る』と語った。実母は、Clにも『働く事になった

ので協力して生活していこう、それぞれが出来る

事をしっかりがんばろう』と伝え、その気持ちに

応じるかのように、『Clは学校生活を頑張ってい

るようだけど、Clは自分を良い子に見せる為に嘘

をつくときがある』と実母は語った（#39）。

実母は、『嘘や誤魔化しが実父と似ている』ため

厳しくしたり実父に似ていることに嫌悪感を抱く

と語る。そして実父の過去の具体的な行動を語っ

た。実際その行動は健常ではないと親Thも感じ

たが、実母は『自分の思考が固いから許せないの

かもしれない』と自尊感情を低くし、物事を捉え

ていた（#40）。

実母が稼働開始した。Clが自主的に考え行動で

きていることを実母は喜び、安心した様子

（#41）。実母としては、『いつまで続くのかな』と

思うほどClが落ち着いていると語った。学校生活

でもClの担任から対人関係面で成長していると

評価された。仕事も家庭も順調だと語った

（#42）。実母は『仕事や引っ越しは大変だが、前に

進む一歩だと感じる』と前向きであった。実母の

職場の歓迎会で『男性と接する事を苦痛に感じる

こともある』と周囲にいる人に伝えたが、『翌日の

職場の雰囲気は、とくに変わりがなかったことに

安心した』と語った（#43）。Clが強引に友達と物々

交換していたことがわかる。その際、実母は、物

を大切にする気持ちや親が働いて得たお金の大切

さをClに伝え、Clの成長に伴う課題にも向き

合っている様子が親Thにも伝わった。最近Cl

が、『（実父は）残念な（実）父だったけど、良い

父であれば欲しいと思っている』と穏やかな表情

で実母に語ったとき、Clの心が変化したことを感

じ取ったという。また、実母は『一日の時間が短

すぎる。あと４時間欲しい』と言い、現実に向き

合い、意欲的な構えを見せた。実母の稼動状況か

ら定期的な通所が困難になってきたこと、実母が

『Clとやっていく』自信を感じている状態である

ことから、何かあればまた連絡をもらうこととし、

面接は終結となった（#44）。

Ⅳ 考 察

本研究では、実父から性的虐待を受けたClと、

非加害親としてClのトラウマからの回復を支え

ようとした実母に対して、二人のセラピストによ

る親子並行面接を試みた。Clの面接経過からは、

トラウマ回復への心理的変化と描画の意味、親面

接経過からは非加害親への支援のあり方と子ども

の回復のための非加害親のあり方、そしてセラピ

スト間の連携のあり方の３点について考察する。

１ Clのトラウマからの回復過程と描画の意味

最初に４つの回復過程について検討する。第１

期は、Clのアンビバレントな感情表現や執拗な身

体接触、そして解離と思われる症状が見られた。

また、実父の話題に触れると、性や排尿の話が突

如語られ、軽躁状態になった。そして、ミニチュ

アを用いた辱めや虐げられる場面の表現は、虐待

の再現と考えられた。また親面接から、生活場面

ではClの自慰行為、攻撃性、悪夢、幻覚と思われ

る症状があることがわかった。これらの症状は山

本（2010）の 子ども性暴力被害によるとみられ

る問題症状・行動 に一致するものが多い。Cl

は、虐待の再現と思われる場面を遊びで表現し、

Thにその場面についての感情を尋ねた。それは

想起場面に絡む感情にThを直面させることを意

味し、Cl自らその感情に触れようとしていたと考
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えられた。

Braun（1988）や Johnson（1989）によれば、ト

ラウマが解消され自己イメージに統合される過程

は再体験（Reexperience）、解放（Release）、再統

合（Reintegration）という３つの過程を経る。こ

の三つのＲモデルによれば、Clの表現は、その最

初の 再体験 の段階と言えよう。赤ちゃんにな

りたがったClは、西澤（1999）のいうように退行

することで、Thからエネルギーを得ていたと考

えられる。Clは面接が進むにつれ、助けを求めて

も救われない弱肉強食の世界を表現し、抵抗でき

ない圧倒的な力への無力感や絶望感をThは感じ

た。それは、性的虐待・家庭内性暴力被害の特徴

の 孤立と無力化 （山本；2010）に重なる。

セラピーの中で、死んでしまった〝子馬"が、

Clに放り投げられる中で偶然立った。この出来事

をClは意味のある偶然として汲み取り、生き返る

物語ととらえた。Thには、死と再生を表現したCl

の力が、性的虐待を生き抜いてきたClの状況と重

なった。そして、今後の面接への微かな希望を感

じさせる新たなお姫様が出現する物語は、Clの育

ち直しを象徴しているようでもあった。この時期

は、虐待を再現するとともに、生と死を生き抜い

てきたサバイバーとしての自己像を表現した時期

と考えられた。

第２期は、深海が安全だと語るClから、傷つき

を癒すには内面の深みに降りていかざるを得ない

ことが窺われた。西澤（1998）や山本（2010）が

虐待児の心理的回復にとって最も大切なのは、安

心・安全な場だと述べているが、Clにとっては生

活場面だけではなく、心理的にも安心・安全な場

に 自分がいる というイメージを作ろうとして

いたと思われる。この時期、鳥の親子の在りよう

を気にかける様子は、Clの今後を鳥の親子に託し

ているようであった。Clの「子どもは親を選べな

い」という言葉の重みをThは痛感した。同年齢児

への憧憬と共に低年齢児への攻撃性といった感情

が表出した時期に、実父からの虐待行為を言語化

し、自身への否定感が述べられた。その際、実父

の話題に触れることはフラッシュバックを起こさ

せるとThは実感した。この過程は 解放

（Release）の段階と考えられた。この時期、Clは

安全な居場所イメージと感情表出により新たな自

己像を模索していた。

第３期に入ると、生活場面での悪夢が影を潜め、

将来の淡い期待を感じさせる夢を絵で表現した。

それは新たな家族像や将来の自己像に触れること

にも繫がった。またぬいぐるみを世話する様子は、

Cl自身への心理的ケアを思わせた。学校場面では

嘘をつく、物を窃取する行為が見られたが、実母

が一貫した態度で関わる中で収束していった。Th

が面接場面で軽い怪我をした時に、身体へのケア

については積極的に関わるも、怪我について心配

するなどの感情は湧かず、処置するまでに至らな

かった。これは、Cl自身が怪我をした時も同様で

あった。虐待行為を我慢し続け、実父の言いつけ

を固守し続けてきたClの残像はあるものの、その

後、「あの時は痛かったけど今は大丈夫」「泣いたっ

て無駄」と語り、痛みを語れるようになったこと

に、ThはClの内面に変化があったことを確認し

た。

第４期は、枠組みが整った面接場面から、公園

や川といった屋外での自由度の高い場面へプレイ

セラピー場面を移行した。たとえば魚獲りを通し

て自らの苛立ちや不満感をストレートに表現した

り、達成感や自己効力感を得る体験を重ねた。最

終回では、実父のことを客観的に語り、過去のこ

ととして気持ちに折り合いをつけようとした。そ

して、Clの「あの時、お母さんが気づいてくれた」

との言葉は、実母が自分を助け出してくれたから

こそ、今の自分があると語っているようにThに

は感じられた。西澤（1999）がまとめているよう

に、この言葉による表現は、これまでの遊びによ

る表現の延長上にあるものと考えられた。

言語化されたものに呼応するように、イメージ

の変容をClは絵という表現方法でThに伝えた。

それは、面接開始当初、虐げられる役の投影と考

えられるミニチュアの〝人魚"が、中期は深海で

〝たこ"に姿を変えながら安全な場所で傷を癒し、

最終回には可愛らしい〝人魚"へと姿を変えた。

この表現は、人魚が新たな生を獲得し、息を吹き

返した 再統合 （Reintegration）という一連のト

ラウマ回復の表現ではないかとThには感じられ

た。また底から這い上がろうとするClの内面の強

さがこの面接を支え、家族を回復へと導いたと思

われた。

小山（2002）の思いの理論でとらえれば、第１

期は「苦しむ」、第２期は「ふれる」、第３期は「つ

かむ」、そして第４期は「収める」段階と考えられ

る。第３期において、Clは「将来の家」「干渉され
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ず自由でありたいという思い」「守りの神の存在」

「痛みの感情」等をつかもうとした。一方、実母は

「自分だけじゃないんだという思い」「恐怖心」「引

け目」「買い物を楽しもうとの思い」「就職に向か

う力」等をつかもうと努めた。それぞれが奮闘し

ているありようが感じられた。

描画については、４枚の自由描画は語義通り自

由な枠組みでの描画であったことが特徴としてあ

げられる。ここでは本論文に掲載した自由描画１

と３について検討する。

小山（2008）創案の自分描画法（Self-Portrait
 

Method；以下 SPM と略す）では、思いを浮上さ

せることを目的として、「自分描画→気になる何か

→背景→隠れている何か」を順次描いてもらう。

そして題名をつけ、絵を見て何かしら思いついた

物語を話してもらう。一連の行動は、治療的対話

を深めるためのひとつの手段として位置づく。

#16の自由描画１では、次のような臨床展開が見

られた。

Clが「鳥の巣」を発見（気になるものとな

る）。

Thが「鳥の巣」を描画すると、Clは「題名」を

つけ、さらに「春の巣」を描くよう求めた。Thが

「春の巣」を付け加えた。するとClは「鳥の親子」

を描き、すぐ近くに「カラス」を描いた。カラス

はClにとって「隠れたもの」と考えられ、かつ「恐

怖対象であり、身近な生き物」でもある。これに

ついてClは「襲おうとしているカラス」と「こん

にちはと挨拶するカラス」の狭間にあり葛藤する。

しかし「挨拶するカラス」に寄り添う。「たこ」と

「Cl自身の自己像」は自分の分身と自分像と考え

られ、最後に描いた。

一方、#26の自由描画３ではいきなり気になる

ものとして「自宅」が出現する。そして背景とし

て、「先が途切れている道路、馬」が描かれ、次に

隠れているものとして「交尾する魚」が描かれた。

交尾する対象が「人間」ではなく「魚」になった

ことは、年齢相応の興味・関心の出現と、「怖くな

い」という思いの反映と思われた。そしてClは最

後にThとClが寄り添う姿を描画している。最後

に「自分」がくる。今のClは「最後が自分」と言っ

ているように思われた。

セラピー場面で自分描画を急がせなかったこと

が治療展開に有効に働いたと考えられた。SPM

の４つの要素は重視するものの、本事例は、描画

順序に縛られないようにすることが大切だという

ことを教えてくれている。

今後の留意点としては、一連の被虐体験がClの

成長過程に及ぼす影響についてであろう。面接最

終回にClが描画表現した〝人魚"は、年齢以上の

女性で、かつ性的なものをも感じさせた。

Petersonら（1997）による「子どもの人物描画

用スクリーニング調査指標」を参考にすると、描

かれた人物画は自発的な自由画であったため自己

像と考えられることから、〝人魚"は 性器の隠ぺ

い に当たるのではないかと考えられた。セラピー

によって心理的変化や日常場面での適応に良好な

変化が見られたClだが、意識下に潜む自己イメー

ジには、性的虐待の影響が残り映し出されている。

Clにとって性的虐待の傷痕は、非常に根深いもの

だと感じられた。

Clとの関わりについて述べれば、性的虐待によ

るトラウマを抱えたClへの心理療法として、いわ

ば第一ラウンドが終わった段階だと考えている。

西澤（2011）は、 思春期以降には、性的虐待の影

響は心理的・精神的症状として現れることが少な

くない と述べている。また、安齊（2002）も性

的虐待を受けた女性との面接で 精神的、性的パー

トナーの獲得を再外傷化することなく達成してい

くという課題がある と述べている。これらは、

今後、Clが思春期を迎え、対人関係の深まりや性

的な課題に触れる際に、留意すべき点となるだろ

う。次の課題は、Clが適度な距離を保ちながら男

性と関わるようになることであろう。生きにくさ

を抱えやすい人だろうということは容易に察知で

きることから、非加害親や周囲の大人が十分留意

し対応していくことが必要だと思われる。

２ 非加害親への支援と子どもの回復のための非

加害親のあり方

非加害親への支援の中で扱う課題として、岡本

ら（2011）は、 性的虐待事実の受けとめ 、 子ど

もが受けた被害についての理解（虐待の影響）と

ケアの必要性 、 子どもの性の発達に関する理

解 、 性的虐待の家族への影響についての理解と

家族関係の見直し 、 非加害親の果たすべき役割

とできること 、 再発防止ときょうだいの被害予

防のための方策の検討 の７点を挙げている。

本事例の場合、親面接において取り扱った課題

は、主に 性的虐待事実の受けとめ 、 子どもが
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受けた被害についての理解（虐待の影響）とケア

の必要性 、 非加害親自身のケア の３点であっ

た。

面接時期を振り返ってみると、第１期はClの虐

待についての告白、家庭崩壊の中で実母自身が混

乱状態であったこと、Clのフラッシュバックや自

慰行為といった虐待の後遺症、実母への暴言や反

抗的態度への対処が面接課題であった。面接場面

では過去のClの行動を振り返る中で、虐待を見抜

けなかった自分自身への苛立ち、Clを守れなかっ

た後悔と自責の念を繰り返し語り、実母が性的虐

待の事実を受けとめようと向き合った時期だった

と考えられる。

第２期では、実母は過去のClの行動を回想しな

がら、Clの行動と虐待行為を関連づけ、理解しよ

うとし始めた。Clが受けた被害についての理解

（虐待の影響）とケアの必要性を感じ、自分自身を

動かそうとし始めた時期だと考えられる。第２期

において、Clは日常の中で実母への反抗的態度が

減少し、赤ちゃんごっこを要求するという形の甘

え・退行が表出した。このことは、Clに安全な生

活の場が提供され、実母との愛着の修復が図られ

たことを意味する。

第３期は、実母は内面の葛藤の理解に努めなが

ら新しい生活のために行動を開始した時期である。

日常で表出するClの心の揺れや問題行動に対し

ても、試行錯誤しながらも一貫した態度で接し、

Clの日常に治療的に関わることができていた。そ

して、第４期では、男性恐怖がありながらも就職

に踏み出すなど現実を進もうとする速度が加速す

るように、実母が力を取り戻していく様を親Th

は感じた。またセラピーの期間、実母はClと向き

合おうと努めたことで、親子関係の修復と再構築

が図られていった。

全４期を思いの理論（小山：2002）で捉えると、

第１期は思いに苦しむ段階、第２期は思いにふれ

る段階、第３期は思いをつかむ段階と言える。こ

の期に実母は「ピアグループの会」「自分だけじゃ

ないという思い」「恐怖心」「外出」「母子家庭」「買

い物」「イライラ感」「傷つき体験」不本意な結

婚」、そして「就職活動」をつかもうとした。そし

て第４期は思いを収める段階だったと見られる。

このプロセスは、Clのトラウマからの心理的回復

過程とよく似ている。

親面接の中で、実母の言語化された感情を受け

とめ続けたことや、Clに対する心理教育的なアプ

ローチが、非加害親自身のケアとなったと考えら

れる。しかし、男性恐怖や、実母の実父への感情

整理の点については、まだ十分に介入できたとは

言えず、今後の課題として残る。

子どもの性の発達に関する理解の点については、

Clが幼かったために今回は取り上げなかったが、

今後も懸念される点である。

Saundersら（2000）は、非加害親の望ましい態

度として、以下のことを指摘している。

「子どもの虐待に関する説明を信じる、加害者で

ある配偶者から独立した意識を作り上げる、その

子どもを情緒面で支援する、加害親が継続して子

どもに与える恐怖感を理解する力を養う、子ども

を救うために必要な場合は介入する力を持つ」と。

実母は自分自身、実父の性的虐待行為、家族の

崩壊に傷つきながらも、Clの告白を受け容れ、実

父と別居し、親子並行面接に長期間通所する中で、

Clの行動や心情を理解しようとし続けた。そし

て、Clとの生活を守るために現実を力強く歩み始

めた。セラピー全体を振り返ってみれば、非日常

で行なわれるClのセラピーと、実母が日常で行な

う治療的な療育とが上手く連携し、さらにそれが

機能し、結果としてClの心理的回復につながって

いったものと考えられる。

なお本事例においてTh側の課題として、機関

連携のあり方が挙げられる。面接当初、実母は虐

待事実発覚時に関係機関に助けを求めたが、ソー

シャルサポートを受けられなかったという孤立感

と不信感を抱えていた。我が国では、性的虐待と

いう社会的に受け容れがたい文化が横たわってい

ることは否めない。子どもの心理的支援に関わる

専門職にある者は、より高い意識を持つことが求

められていることを肝に銘じたい。

３ セラピスト間の連携のあり方

今回のケースでは、２人のThが同時期・同時間

帯に並行して母子事例を取り扱った。本事例を通

しての、Th間の連携のあり方について実感した

ことを中心に述べる。

西澤（1999）は、虐待によるトラウマを受けた

子どもへの心理療法的なアプローチにおいては、

環境療法を中心に展開する修正的接近と、プレイ

セラピーを中心とした回復的接近の２つの方向か

らのアプローチを組み合わす必要があると述べて
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いる。本事例においては、日常生活を支える非加

害親への面接と、子どもにとっては非日常である

心理療法を、２人のThによる親子並行面接とい

う枠組みの中で、修正的接近と回復的接近という

両面からのアプローチとなるよう試みた。

河合（1986）は親子並行面接におけるTh間のパ

ワーバランスのあり方について、Th相互間に信

頼感があるか、もしくはどちらかがチーフの役割

をはっきり担い、全体の状況を把握する力がある

ことが重要だと述べている。今回は、同年代で心

理臨床経験年数もほぼ同じというTh同士であっ

た。何年も同じ職場で事例を一緒に担当してきた

間柄ということもありTh相互間に信頼感があっ

たことが連携をスムーズにさせたと考えている。

また、１人ではなく２人で事例を担当したとい

うことで、深刻で重いと感じるケースであっても

客観視しやすい状況ができたと感じている。

Donovanら（1990）は「身体的な侵襲や監禁など

といった特定の出来事を同定できないために回避

不能なショックを受けたとは考えられないという

セラピストは、子どもが経験した世界をまったく

理解していないことになる」と述べているが、と

くに性的虐待に関しては、社会一般においてこの

ような子どもが経験した世界への理解が進んでい

ないと感じる。そのような中で、２人のThが事例

に向き合うことで、それぞれが状況よってスー

パーバイザー的な役割を果たしたことは、事例理

解を深めるにあたって意味深いことだった。

またThの役割および視点の方向性に違いがあ

ることも、連携する際に重要だと感じた。子Thは

臨床心理士としてセラピー場面でClの表現を取

り扱うことを中心とし、親Thはセラピーで非加

害親の心理的ケアや、子どもの日常を支える環境

療法のための心理教育を取り扱うと共に、個と社

会をつなげるためのソーシャルワーク的視点を持

ちながら関わった。このように、Th同士がセラ

ピーのベースを共有した上で、それぞれ別の専門

性を発揮できるという状況は、パズルのピースの

動きに似ている。つまり互いが補い合い、結果と

してひとつの全体像が浮かび上がることで、事例

の本質が捉えやすくなり、セラピーの効果も望め

る。本研究は、Th間の連携のあり方として、一つ

のモデルになるのではないかと考えている。

付記

本研究は、興正こども家庭支援センターにおけ

る事例を取り上げました。本論文作成にあたって

は社会福祉法人常徳会興正こども家庭支援セン

ターのご理解をいただきましたことを感謝申し上

げます。また本研究に関して貴重なコメントを下

さったスタッフの皆様にも厚くお礼を申し上げま

す。そして論文としてまとめることを『同じよう

な思いをした人のために役立てるのならば…』と

快諾してくださったお母様と、人生を自ら切り開

いていく逞しさをThらに教えてくれたクライエ

ントに、心から感謝申し上げます。
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